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とっておき埋文講座●小竹貝塚 縄文人の世界
●小竹縄文人を復顔する

センターフラッシュ●「発掘された日本列島 2015」
埋文あらかると●発表！とやまの「土偶」Top10
行ってこられよ●小竹貝塚

富山県埋蔵文化財センター

卵形の胴部の上半分に文様を施した
この土器は、東海地方の土器の特徴を
備えるといわれる。新幹線のような便
利な乗り物もない時代にも人々の交流
があったことを物語る。

細かなひし形の文様は若い子が好ん
で着るアーガイル柄を連想させるが、
さて、この土器はどんな人が作り、使っ
たのだろう？
弥生土器 壺 下老子笹川遺跡出土



小竹貝塚 縄文人の世界
とっておき埋文講座①

はじめに

北陸新幹線建設に先立ち、富山市の
呉
くれ

羽
は

駅の北側に位置する「小
お

竹
だけ

貝塚」
の発掘調査が平成21・22年の２ヵ年
にわたり行なわれました。22年度の
調査で出土した埋葬人骨は、これまで
日本全国で発掘された縄文時代前期の
埋葬人骨の総数70数体を超え、最終
的には91体となったことから、注目
を集め報道機関にも大きく取上げられ
ました。

現地調査終了後、人骨は人類学的な
調査研究のため国立科学博物館へ送ら
れ、2年間の調査を経て平成27年3月
に当センターに返還されました。

当センターでは、平成27年度春の
公開に向け、前年度から準備を進めて
きました。ここではその準備の裏側を
ご紹介したいと思います。

常設展示室の整備

当センターは展示スペースが２室し
かないため、小さい方の収蔵展示室を
今回の常設展示会場に当てる事としま
した。展示に際し気をつけたのは「当
時の生活をいかに具体的に分りやすく
イメージしてもらうか」です。いわゆ
る「遺跡の見える化」です。

そのため、新たに次の資料を製作す
ることとしました。(1)頭

とう

蓋
がい

骨
こつ

から生
前の顔立ちを復元した復顔像、(2)当
時の地形を再現した立体地形模型、
(3)当時の生活を想像した復元図。

これ以外に、人骨の全身骨格展示用
の展示ケースも２台購入しました。こ
れは外気を遮断できる気密性の高いも
ので、人骨管理に必要な湿度をコント
ロールすることが出来るものです。
（1）復顔像の作製

小竹貝塚からはたくさんの人骨が出
土しています。しかし、頭蓋骨の残り

の良いものは少なく、その中で最も残
りの良い28号人骨［男性・青年（15
～29才）］を復顔の対象としまし
た。復顔像の製作過程の詳細は次の
コーナーの戸坂先生の「小竹縄文人を
復顔する」をご覧下さい。

復顔された28号人骨の青年は、全
体に精悍な雰囲気が漂い、一言でいえ
ば「イケメン」でした。彫りが深く、
鼻筋が通り、少し頬骨が張っています
がアゴが“シュッ”と細い。しかも小顔
で、私の顔と比べると2/3ほどしかあ
りません。

縄文人は彫りが深く、“エラ”が張っ
た四角い顔立ちのイメージが一般的で
すが、これは縄文時代でも後・晩期の
特徴です。早期など古い段階は細いア
ゴをしており、28号の青年は早期人
の系統を引いているようです。

なお、この復顔像は現在のところ復
顔された縄文人としては最も昔の人と
なるそうです。

復顔像を見た見学者から「ヒゲ
は生えていなかったのですか？」
とよく聞かれます。実際にはヒゲ
が生えていたと考えられます。し
かし、ヒゲをつけるとせっかく復
顔した顔立ちがヒゲで隠れてしま
うため、あえてヒゲは付けてい
ません。

これら人骨91体は湿度調整が

可能な、厚い中性紙製
の専用の箱に個体ごと
に収められて収蔵庫で
眠っています。当セン
ターではこのように大量
の人骨を管理すること
は初めてです。土器や
石器と違い有機質の人
骨には温湿度の管理が
より必要となります。

これから北陸特有の
蒸し暑い夏を迎えま

す。貝塚の成果の公開活用も大切です
が、出土した人骨を劣化させることな
く保存管理していくことも当センター
の重要な業務の一つとなります。
（2）立体地形模型

現在、貝塚は海岸線から約4㎞内陸
部に位置していますが、貝塚が営まれ
た当時と現在とでは地理的環境が全く
異なっていたことが分かっています。
この環境の違いを説明するため、現在
の地図に当時の海岸線を重ねた立体地
形模型を作りました。

貝塚が営まれた6,000年前は、今
より気温が2～3度高い状態が続き、
海水面が上昇し、海が内陸まで入り込
む「縄文海進」の時期に当たります。
このため、現在の射

い

水
みず

平野はほぼ水没
し、貝塚のすぐそばまで海が入り込ん
でいました。陸地側からは周辺の小河
川から淡水が流れ込み、貝塚周辺の海
は汽水化（海水と淡水が混ざり合った

28 号の復顔像と頭蓋骨レプリカ

海岸線再現立体地形模型
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状態）していたと考えられま
す。ここに、汽水を好むシジミ
がたくさん生息していたことか
ら縄文人たちが住み着き、貝塚
を築いたと考えられます。
（3）復元図

遺跡の復元図は後述する現地
説明看板のために復元画家の早
川和子先生に描いていただいた
ものをパネル化しました。構図
は小竹貝塚全域を西側から俯瞰したも
のと、埋葬風景の2枚のです。

前者はシジミやイルカが回遊し始め
る季節である初夏に設定し、小竹ムラ
の背景に立山連峰を配した構図にしま
した。ムラでは海岸でのシジミの採集
から干貝を作り、貝を窪地に廃棄して
貝塚を形成するまでの一連の生活を描
きました。

後者の埋葬風景の季節は秋、ムラの
リーダーが亡くなり、多くのムラ人が
埋葬に参加しているという想定で描き
ました。埋葬されるモデルは12号人
骨（中年男性）です。

女性の参列者には貝塚から出土した
骨角器のペンダント・髪飾り・耳飾な
ど、男性の参列者には牙製のペンダン
トを身につけてもらいました。また、
復顔した28号人骨の青年も描いて頂
き、展示品との関連性を持たせるよう
にしました。来館した際には28号の
青年が復元画のどこに描かれているか
探してみて下さい。

現地説明看板の設置

貝塚は呉羽駅の北側にあります。地
元からの要望もあり、ここに貝塚の説
明看板を立てることにしました。一般

の方々はもとより、始めて歴史を勉強
する小学6年生にも判るようにするた
め、文字を少なくし写真や図で構成し
ました。また、ゼンマイ式の音声ガイ
ダンス（日･英･韓･中の4か国語対
応）や、QRコードを設置し、小竹貝
塚のより詳細な情報を載せた当セン
ターのホームページへ、携帯端末など
からアクセスできるようにしました。
なお、小竹貝塚のコーナーは今後も随
時更新し、より新しい情報を掲載して
いく予定です。

貝塚自体は現地表面から2ｍ下に埋
まっており、先に述べたように地理的
環境も全く変わっているため、現地に
立っても当時の生活の雰囲気を感じる
ことはかなり難しいのが現状です。そ
こで、先述した復元図を掲載すること
で現地でも当時の小竹ムラの人々の暮
らしぶりや、当時の環境をより身近に
感じていただけるようにしました。

パンフレットの作成

パンフレットは上記の準備内容を全
て網羅しまとめたものです。看板同
様、小学生にもわかるように文字を少
なくし、復元図を軸に構成しました。

パンフレットは10,000部印刷し、

地元呉羽地区を中心に、県内外の関係
機関に配布しました。当然、当センター
でも無料で配布していますので、ご来
館の際にご覧いただければ幸いです。

展示会は、平成27年4月10日（金）、
関係者と報道機関に対しに内覧会を開
き、翌11日（土）一般に公開しまし
た。同日、復顔像の粘土原形を製作し
た戸坂先生を講師に招き講演会を開催
しました。この講演会は注目度が高
く、多くの方々が来館され、会場とし
た会議室では収まらず、ホールまで聴
講者であふれるほど盛況でした。

おわりに

考古学は過去の人類が作った土器
や石器などの遺物や竪穴住居など土
地に残した遺構などの間接的な資料
から当時の人々の暮らしを考える学
問です。ところが、小竹貝塚からは
これらを作り使用した人々が見つか
りました。間接的な資料からは決し
て知ることが出来ない顔立ちや容姿
など具体的なその姿に触れることが
出来ました。また、見方を変える
と、この人々は私たち富山県民の共
通のご先祖様とも言えます。

今回の展示は小竹貝塚のほんの一部
を紹介したに過ぎません。展示替え
や、その他色々な機会を捉えて、小竹
貝塚の人々が現在の私たちに語りかけ
てくることをご紹介していきたいと考
えています。

皆さんも、ぜひ、富山県民のご先祖
様に会いに来て下さい。

（高梨 清志）

復元図 秋の埋葬風景

現地説明看板

「小竹貝塚 縄文人の世界」展示会場
小竹貝塚広報用パンフレット
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しやすい素材です。ただ、夏場の熱い
時期に窓際に置いておくと髪型が崩
れたりしてしまいます。逆に冬場は冷
えて固いので、部屋を暑いぐらいに暖
房する必要があります。

細かい作業に使うヘラは、長時間の
制作では、重さが作業に影響します。
そのため、市販のヘラを加工し、柄の
部分を軽くて丈夫なカーボン素材に
換えました。おかげで軽く扱いやすい
ヘラとなり、作業しやすくなりました。

竹製の墨差しは石工や大工の線引
きに用いられるものですが、髪の毛を
造作する道具としてとても重宝して
います。新しいものより、使い込んで
先が開いたもののほうがうまく作るこ
とができます。

復顔には、イギリス式マンチェス
ター法という手法を用います。これ
は、骨の計測した場所に顔の軟部組織

（筋肉・脂肪）の厚さ分の杭を打ち、そ

こに解剖学の手順に基づいて、粘土
で筋肉や脂肪の部分をつけていく方
法です。

まず先に行うのは、骨のデッサンで
す。骨の形を見て、特徴をとらえて描き
出しておきます。デッサンは部屋の壁
に貼り、粘土をつけて骨が見えなく
なった後でも確認できるようにします。

復顔に使用する眼球は直径25mm
で、実際のものを見ると小さいと感じ
られるかもしれません。イギリス式マ
ンチェスター法に従った数値を日本人
の顔に当てはめると、眼球の位置が奥
に入りすぎる傾向があるので、実際の
復顔では補正を行います。

細部の作りこみは、米粒より小さな
粘土を盛ったり削ったりの繰り返しに
なります。目じりや目頭、口角などの
位置は、数ミリのずれがあっても顔の
印象が変わってしまいます。パソコン
画面上で骨の写真と制作中の復顔の
画像を重ね合わせ、比較を繰り返しな
がら、できるだけ正確な復顔ができる
ようにしています。

肌の色、皮膚の質感など、頭蓋骨か

らの情報がなく、科学的な根拠がな
い部分は、制作者に判断がゆだねら
れている部分です。10代なら肌のハ
リが表れるように、ムラのリーダー格
だった男性であれば威厳のある感じ
を出すなど、モデルとなる頭蓋骨の人
物の年齢や職業、身分などを考慮し
て制作を行います。

肌の色や質感などは制作業者と相
談しながら決めます。江戸時代の人
物の復顔を行った時には、町人の顔
は、外での仕事が多いことを考慮し、
武家の人物の顔と比べ、肌の色を濃
く仕上げました。

表情にはその人物の内面が現れま
す。口角や目尻がが１ｍｍ上がるか下
がるかで、顔の印象が大きく変わりま
す。当時のその人がどんな人物だっ
たのかどんな人物だったのかを「骨の
発掘状況」や「頭蓋骨の形状」、「時代
背景」などをもとに考え、復顔に反映
させます。そして、どの復顔でも共通
しているのは、「その人の一番いい顔
に仕上げてあげたい」という思いで造
形を行っていることです。

復顔作業の手順
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土偶とは

土偶は縄文時代につくられた土製
品です。単なる玩具ではなく、祭祀に
用いられたと考えられています。その
多くは女性をかたどったもので、妊娠
した女性を表現したと考えられるもの
が多くあります。土偶は多くの場合、
胴体と頭・手・足が外された状態で出土
することが多く、このことから、土偶に
は「祭祀などの際に破壊し、災厄など
をはらう」など様々な用途があったと
考えられています。

初期の土偶は、粘土の塊を三角形
状に成形し焼成したものが大半でし
た。縄文時代中期（約5,000年前）か
ら人体の形状をより表現豊かにすると
ともに仮面をかぶる、子供を抱くなど
動作を表現したものも増えてきます。

42点の土偶をノミネート

富山県内の土偶の出土数は150点
を有に超えます。しかしその多くは腕

や足、胴体部分とその表情のうかがう
ことのできるものは多くありません。

今回、県内出土の土偶のうち、表情
をうかがうことのできる土偶42点を
掲示しました。

投票は、平成27年４月11日（土）か
ら５月６日まで受け付け、１人３点を選
び計235名（660票）もの投票があ
りました。

さて、投票の結果は…

中学生や高校生の来館が多かった
ため、「かわいい」雰囲気の土偶に人
気が集中しました。最も多く得票を得
た土偶は55票で、上位８位までが40
票を得る接戦となりました。しかし一
方で9位以下は30票を割り込み、２極
化が見られる結果となりました。

この展示は、７月20日（月・祝）まで
当センターロビーで行っています。

（高橋 真実）

埋文
あらかると 発表！

とやまの「土偶」Top10

市町名 点数 市町名 点数

富山市 22 点 射水市 ２点
氷見市 ２点 滑川市 ２点
魚津市 ３点 黒部市 １点
小矢部 １点 砺波市 １点
南砺市 ３点 立山町 １点
上市町 １点 朝日町 ３点

計 42 点
※高岡市、入善町、舟橋村は土偶未検出

１位
No.30
長山遺跡土偶
（富山市八尾町）
55 票

２位
No.7
早月上野遺跡土偶
（魚津市）
53 票

３位
No.7
鏡坂Ⅰ遺跡土偶
（富山市婦中町）
52 票

４位
No.7
朝日貝塚土偶
( 氷見市）
50 票

４位
No.4
浦山寺蔵遺跡土偶
( 黒部市）
50 票

	 ６位	 No.13	 長岡八町遺跡	 49票
	 ７位	 No.14	 北代遺跡	 46票
	 ８位	 No.42	 徳万頼成遺跡	 40票
	 ９位	 No.12	 伝水橋舘	 29票
	 10位	 No.2	 境Ａ遺跡	 25票
	 10位	 No.15	 北代遺跡	 25票

人のうごき ４月１日付けで異動がありました

転出
企画調整課長 岡本 淳一郎（県教委生涯学習・文化財室へ）

退職
上席専門員 山本 正敏

転入
企画調整課長 池田 恵子（県教委生涯学習・文化財室から）

異動
所長代理 島田 修一（所長代理・調査課長から）
調査課長 高梨 清志（企画調整課 副主幹から）
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